
柏崎刈羽原子力発電所では、既に実施済の緊急安全対策に加えて、津波の浸入・衝撃から敷地内の安全上重要な施設を
守るため、敷地の海側に防潮堤(堤防）を設置する工事などを進めています。

発電所の更なる安全対策を進めています
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柏崎刈羽原子力発電所の安全対策の状況は
http://www.tepco.co.jp/nu/kk-np/info/tohoku/tsunami_index-j.html

より一層の信頼性向上のための安全対策を
引き続き実施してまいります。
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⇒８月２９日に本体工事が完了しました

５～７号機側の防潮堤（堤防）５～７号機側の防潮堤（堤防）

◆海抜約１２ｍの敷地に、高さ約３ｍのセメント改良土による盛土と海側
斜面の強化を行いました。

◆今後、表面保護工事など周辺整備を平成２４年度
内を目途に進めてまいります。

⇒１号機完了 ２～４号機工事中

１～４号機の防潮壁１～４号機の防潮壁

◆万一、津波が敷地内に進入した場合
に、原子炉建屋内への浸水を防ぐた
め、海抜約15ｍ以下の給排気口に
防潮壁や防潮板を設置しています。

◆５～７号機に海抜１５ｍ以下の
給排気口はありません。

８月●日撮影

④防潮壁設置工事（8月28日撮影）
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②海側から（８月２８日撮影）
平成２４年８月●日撮影基礎杭の深さ約２０～５０ｍ

◆海抜５ｍの敷地に、基礎杭でしっかり固定した高さ
約１０ｍの鉄筋コンクリート製の堤防を作っています。

◆基礎杭は全８９１本の打込みが８月２８日に完了し、
一部の壁部分も完成しています。

⇒工事を順調に進めています
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③３号機海側（８月２８日撮影）
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①展望台より（８月２８日撮影）
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